
園だより                                平成 31年 3月 1日 

                                   社会福祉法人 新田保育園 

 『友達になるために』                              園長 野村陽子 

 

 今年度も残り 1 か月となりました。卒園、進級の季節が近づいてきたということです。先日、卒園するぞう

組の子どもたちに「もうすぐ小学生になるけど、どんな気持ち？」と聞いてみました。「べんきょうするのがた

のしみ」「どうろをひとりであるくの」「ねぼうしないかしんぱい」「ともだちとはなれるのがさみしい」「ほい

くえんがこいしくなるかも」など、様々な気持ちを伝えてくれました。子どもたちは、小学生になることを、

ワクワクしているけれどドキドキもしているようです。 

ぞう組担任の村上保育士は、卒園文集のあとがきの中で子どもたちにメッセージを書いています。 

『間違えるってなんだろうね。「まちがえちゃった」と皆からよく聞きました。絵を描くとき。制作をするとき。 

給食の配膳をするとき。きっと『自分はこうありたい』という気持ちが強かったのだと思います。こうありた

い自分に届きたかった。そして「やりたい」気持ちが強くなる。だからこそ、間違ったらどうしようという不

安や緊張が強かったのかな。そんな皆に、それでいいんだよ。間違ってもいいじゃない。間違えたとしたら、

その後どうするかが大事だと伝えてきたつもりです。運動会の竹馬、春まつりの太鼓や劇、皆はそれができて

いた。「あっ」と思った次の瞬間、あきらめなかったね。かっこいいとはこういう事だと思いました。だから、

皆はかっこいいんだよ。自分を信じて、一歩ずつ進んでいってほしいです。』 

ぞう組さん、先生は知っていますよ。2 月に鬼が保育園にやってきたときのことを。ぞう組 17 人みんなで鬼

にうたった歌『友達になるために』歌詞は…友達になるために人は出会うんだよ、どこのどんな人ともきっと

わかりあえるさ、今まで出会ったたくさんの君と…（中略）これから出会うたくさんの君と友達。この歌の『君』

を鬼に替え大合唱したよね。「おにとも、ともだちになりたい！なれる！」と泣きながら歌うあなたたちを見て、

担任と大笑いしながらも涙がでました。「大きくなったね。」卒園するあなた達は、やっぱり愛おしいです。そ

して鬼とも友達になれたあなた達はきっと大丈夫。たくさんの出会いの中で、自分を大切に自分らしく生きて

ください。あなた達の成長を新田保育園から見守っています。             （文責 濱本） 

 

～お知らせ～ 

・23 日（土）布団乾燥車が来ます。22 日（金）は内側桃色のカバーを外し、持ち帰って洗濯をお願いします。

なお、布団を乾燥機にかける為、翌週のカバーをかけることはできません。お忙しい中、申し訳ありません

が、23日（土）17時～18時 30分の間か、25日（月）登園時にカバーかけをお願いします。 

・川田調理師・平原保育士・金持保育士・戸辺保育士は 3月をもって退職します。 
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＜ぞう組エルマーの劇＞ 


